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　　　　　　　　　　要　　凝

　調査区域は現在盛んに稼行が行なわれている阿南瀧石

荻石鉱床区域の西方，那賀燐左岸沿いの一帯で，秩父古

生暦に属す恐当地域の琴三1荻石欝は平行し瓢東羅1の分布を

承す北帯・南帯の慧帯がある。この両帯雄東部地域，とほ

ぼ同一層準に賦存するが露頭規模は劣勢となり，主要な

露頭は北帯中の2個の露頭で，その理蔵量はそれぞれ

嶽）（）万電以｝Fにンすぎない。　南菅野では…部にド闘・マイトを

胚胎し小規摸頓嫁行審れてい鵜．

　　　　　　　　竃．緒　　欝

阿幣市（主として旧那賀鮒鰍宰谷村・長生村・桑野町

な含む）の石灰石鉱床轍v．2いては昭和劉一器年膜1紅羅二＞た

そ撫調査報暫（由蘇三1・井㎜菱瓜，鍛騒）｝ノ　　その範騨よ那

賀揖右岸以東の主要鉱床を奮む稼行鉱由分布1刃貌総あつ

た．今E璽1の調査は徳島県庁謙要繋もあウて，資源的繊値

の検討を主眼としその西方延長，すなわち主として那賀

川難岸の牽開発区域（・…商驚ド騨饗イト稼行1・iコ）癒対象

とし、た、、

黛．　位麗・交通および鰭辮

　調査区域訓噸軸晒灘1の舞ヨ那賀郡加茂谷村および那賀

郡鷲敷晦（荘〉北部，東灘駄瓢×南；軌羅k撫の範翻にわた

恐。阿薦市よ参鷲敷町へ熱牟岐線晦波富岡駅下箪，これ

よ雛那賀測左岸を遡行し鷲敷町に至恐欝…ん乱桑i野駅下

車飼遜2弱号線を阿瀬比経由の窯欝一スがあり，いずれ

郷一（蕊韓〉
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》徳島毒か歌）のバ熟も運行叡蓑ごい導（舞鳥滋以

なお験蕎響（）○撒以一ヒ碗、L麟が連菰り，1勢は比較的慧

峻で東方の那賀川下流！融譲親／南71ざ平野到郷す凱

徳島県下において齋野州こついで大きい那賀想は遠く

徳島・高知醗県境靴源を発し，鷲敷町地内鱒入り大蓉く

迂矯し北東方から漸次東流U，常時水量豊富瓢紀伊水道

に注ぐ，，今麟の，茎／纏査区域はこ属郷1聯｛昏・の由間部，主

証して左岸側の一帯であ1》、、

蕪．簸鷺概要

当地域の地質は秩父累層溝帯紅属し，古生代石炭紀後

期の醍醐層群および二檬馨繊1肇其騒　一ぞ秦期の若杉3螢群濠、ら糞韓

成辱れる。醸灘毒1地域北蹴おいて南北晦麟を粛烈欝禰

で限1鄭れ，南北幅懲か慕○○黙内外をもつて驚杉麟群申に

巳rその幅約鉢鱗い鳶東西紅分布

一ジ蒜響紀に属す考欝祭層群とそれぞれ断麟で境す恐、、

醗醐雁，群，誰．、1誌え門チャート・聡荻石譲馨よび砂嶽・粘

　　　　　　。蕎荻石層は細蜂舛鱗台一西谷を結ぶ

線一L二瓢断続し，その璽方延メ蔓t既往O　ll査臓述べられて

いゑ，隼八女・加茂谷し難鉱床に引続く．

若1ア層群は憂繰曇濤鋪撲拝ヂャートおよび石次石震　・

らなり，墜硬なチ摩一トは常に懸崖蒙なし，あ矯いをま地

上数猟に突出して奇南．、景勝をなしきわめて特徴ある地形

癒藻鋤爆．醗醐麟群の石次石暦と平行レ，本腰中の石茨

行〉一千ケ谷を牽、εんでほぼ東西に騨1続し，東方では既往

熱一（禦）



地質調査珊、蕩報（鍔騨“，　第3　・ンタ

土

賀

　　　轟孝棚搬麹遮

　　　、づ一一
　　　頬蒙舞遜釜壷豊藁無，．

ノ衡～～誕発班駐糞．、

那翻三董璽萎莚墨
　　、’暫帖ミ
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讐難野

5岬

黛藷粘糠堵／砂憲レンズをは慈嵐））

麟礁　　　　匝麟憲
躍赤色チャート　　　　　　齪署灰1轡

簾慧図　　 織野轟，、1顯西至、餐箆三難躍

轟．灘　灰　欝

　石双石層は醗醐層群中の童、のを北帯とし，瀦浮麟群中

の惑のを紹欝とする裳帯1こ区別薯れ，東域ではそれぞれ

難現荘徳、傷県下における重要画稼行鉱iぼ欝集串す畿）が，

当地域では規膜は狭小となり，北鶴〕、舞しばしぱ珪鐵ド

・淡糞魚チヤー一トを蓄爽￥蕪，南菅墾で1まド欝剛イ　ト餐業となり1漏

品位部ヌ瀕塚行されている，，　（第！図爵照）

　轟．慧歌　帯

　那賀川を挟右隅講403数峰斜醸より対麟総㌔臼麟を

北

側

／一珪堵レンズ

l／伽麟嘩 南

側

　　　　　一一　　　3　　25　　　！o　／o　／o　／o燐

§粘板憲（砂憲レンズ宏ぱ蕊む）

聰砂矯　　　　　　㎜無白色珪堵

麟赤膨ヤ誌　　釜敬竃
纈彗馨籔婁懸翼ご11　断懲騨

経て港方鈴紹8鷺託峰韓壽，，，’籍餓を結ぶ断続一幸る縣頭で，東よ

弓細野窃臼台冴’よて、瀟谷の3欝頭力　選，

　磯曲ヨ窃1　細野懸窺

　露頭こ那賀川右爆1こ、酬　ヤfなし，棄方延長，、t姦03熱峰

、㎜鱒かい7難1驚，建三長尉ノ獣給獄！　、、，、、憲

　溝爆把お！髭　各1羅，！ζ況1　揮鷺i鶉1こみ麟タれるよう紅艦鴇

m，捻鴬，蔦雛の3層1継走翻董1畳》，　　　　　薫｛井走す

る．　3層1譲二膨縮羅評しく，1．1．縄　学北側の∬，1が幅30搬挺

叢挑添が，露貝讐～端1　膏鳶図に一」裏れ考ξ講うにいずれも

董（）鵜、以下の溝講，1とな1）濠｛ひなく尖消す都

　轟．罷．慧　臼台露頭

　細野　 熱蕪ノy，那賀籍の対燦にミ参））藍、計劉は溜旅を

横断し臼毒・部ぞ答の南1方，病．難沿い轍楚i長せ一添，、1二下盤1、よ

紗盤．暮■ンズを謬羨す難粘鐸翼．／墾らなり，走向鷺W，傾

斜？創振零　1ト　甕頭　規拳難象走向処　・難○鵜，幅最

大総mで蔭端は1誤ミ消■，　篠・盤側熱1。レ・部に赤色チ飛堕一

1’の薄鷹≧挟在す慧）が，細欝賑嚢」）よう1讃変化あ署勢く

の挾・、、轄塑3ことはない（第4図）．，

　4．ヨ轡業　藻1．魯露頭

　臼台露茎＠薦方延長約窯．編轟請　た総8m峰」）南斜画

1、こあ軽，霧藝は醗瀬して数欝瓢の絶壁をなし，編辺一講帯

1密『熱する灌木で鰹1よ容携でない、絶壁下は転落した

薦蔽イ　購　錐で鱒　鄭），珪石の飯イ　・混え謬、露頭の延

／、㌔寺、よN難ぎ鷺の方醤藁ご示し小谷亀、主．挟んで東側の対舞卦紅

も懸墜を訟掃、擁察欝肋蓋馨めら治．為が，連続の有無捻確か園

1露ゼc》・欺㌧・．、確認した露玉填延∫は30（擁臓　層厚は4（》m

で露1下劣　，讐醐雛墜潟る崖錐も延長300m，蝋欝9撒雀

の範囲、・・こお、美ザぢ，、

　本募難　　）さら矯欝方延！悔舗　　プ　鷺，鐙騰余グ）小露

頭が、薫々と断続し，ぞl　l　t走向N器○～7α鶏　傾斜齢

・細叡ダ翼であまリゴー畿携 享ノ〉変位1，、よみ£薄1、、£い

　轟．慧鏑　糟

　こ二、の地域の嶺茨石騰1漁氷柱観熱から腰盤力〈・現勇三ド群畷

ギトを稼行してい　桜山鉱山を経て千ケ谷へ～二断続す

る．北帯と　ぼ平行し走1罫3，、　　　垂るが，西方に行く

1，㌘鑓い北帯が薄下し両鷺の閥搬　　狭くなつてい≧鉱　露頭

1躍 隠北帯㌶比し嘩＼魍勢紀1哨＝薯マイi・を伴なう、，

　濃蕾黛．箋　氷柱観　　霧窺（第ぞヨ憂li）

　当地方で著名な氷棺親欝撰鮒脳購欝出し，幾櫓N7ぎ

勤，傾斜は垂直で，露顛四麹敦那賀絹海ラ紫より比蕩300撚

州簑線近くで尖消すン　走向廷長は約尋○Omに遠するガ㍉

層厚は薄く平均欝mに〉塗ぎない。上下盤は径3灘内外

の赤藍L・緑1色のチャー一トと階鎌総輩fの舜1拳簾治、爵な添蓼　鷺，

堅硬な礫岩層で，図グ．）ように下盤（南側、盤）の発達著し

く／馨厚は窃爺拠以、鉦範およぶ。
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　轟融2鮎2　桜出、斌由準、1」紅び千ケ谷欝頭（第藝図）

　いず才ミ、も氷替鞍鍵　餓葬麺）延歪㌔線脚擦こあ導が，舅簸蓋　弓塵

糸釜はない、零ノ1．1簸鶏．liはノ／湿ノ繕鱗羅　ヂヂ桑、．．，二沿ドぐ綴講　 導

ド覇畷イトを轍行中｝ザp　そぴ彦．畢薦墨鷺へ4慕撚が難蓬1、惹さ

れてい讐 走向延長賄｛擁・で．li下露頭下方しミ＼谷閥、こ

携亀石／場を1膿設吋 ζで1亥Fザ　本　体のず萩石／馨肇鴻ノ罎向賛7鎧

難，北に　傾斜し｝　i舷コ畷イ／・部を、衡め，離亀厚隷1均（灘

難，走肉延、疑ま驚／）m碗後のレ・ンズ状彩とみなされ韓．

　ギゲ谷謬馨驚辞。／l仁讐ご部馨導◎；比二方詳7碁鰐1嵐を蹴て　毒享高

馨○○撒（姥高慧獄）難）　旧奏簾澄し、　騰1，麗／l渓谷・沿い，隔、鐸さ

蕊騰）懸嵐をなす、走向鷺W，傾斜嫁縫灘，

チ華一1耀）細層を含む粘板岩　露、継全くド墾塗プイ1・の

みヵらな導．／診耳達嬉は凝大欝m，東二方へ駆7箋！論熱レぐ尖？轟

1，往時小規季莫，携燐さ治、た形i跡か1、，鏑欝1の南置1紅み1、1ドL

る、

蕪．贔　　質

　石茨着1．タ鮎観内へ・灰照色誘鷲），塊状縫穫遜・㎞’方解薦

細脈がしばしノ1ご賄規瑚1　蝋、縮拠　ド｛驚党督纏　1難、

は講二盤、｛踊！し／賑繕頚ζぴ二漸護、爵ご穏条，、1、マ・，こ、のド罫二～噛でト

質；蒼荻4涛層薦，象霊○凱擁誉紅お．数、ぢ、
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